
万が一の備えに
役ててもらう

芸術の秋・年齢や性別問
わず参加できるきっかけ

住民同士の
交流を深めてもらう

《主な活動先》

①防災訓練（10月20日）

②京極文化祭（11月3日）

より多くの方にこの企画に触れてもらうため
地域の恒例行事の中でブースを借り活動を行った 何度もゼミ生同士や

地域との話し合いを行い
実施する内容を決定

実施団体事業名

防災×アート×まちづくり 京極住民福祉連合会



【目的】意外なものが役立つこと
を広め避難生活のストレスを軽減
【体験】ダンボールベッドや
パーテーションの作成方法を説明
し実際に使用

【目的】オリジナルの防災グッズ
で愛着と知識を与える
【体験】クレヨンで袋に絵を描き
防災グッズやチェックリストを
入れ渡す

【目的】非常食は美味しくな
いというイメージを刷新
【体験】防災訓練では非常食
（お菓子）のつかみ取り

文化祭では試食体験

ダンボール 持ち出し袋非常食

活動の成果

地域の方に災害について考えるきっかけを与えられた
と同時に地域の方の持つ災害の知識も知ることが出来た
多くの子ども達に来てもらい、楽しんでもらえた
ゼミ生から積極的に声をかけ、一緒に楽しみながら活動できた


